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初冬季播種による草地造成

一翌春におけるマメ科牧草の播種期・播種量の検討-
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初冬季播種法は、最高気温が 5"Cを割る時期以降にイネ科牧草を播種し、種子の状態で越冬させ、

翌春、出芽・定着させる技術である。その利点として、次の乙とが明らかになっている。

① 出芽・定着時期に十分な融雪水が利用でき、出芽後の乾燥による被害が少ない。

② 融雪直後の発芽環境条件が整った時点で直ちに出芽するため、出芽・定着が容易である。

③ 雑草の発生前に牧草を優占させ、雑草を抑える。

④ 以上の利点から慣行期播種より初年目の増収が見込まれる D

⑤ 春期、夏期の農繁期を避けて、草地更新を行える。

マメ科牧草を翌春追播する技術に関しては、アカクローパ、シロクローパについて、初冬季およ

び4/19"'6/21にかけ追播を行った結果、 4/19追播区が最も収量、マメ科率が高く、追播日の遅れ

とともに低下した。この時のマメ科率は30"'50%の最適な状態であったのに対し、慣行期の混播で

は90%以上を示し好ましくなった。

以上の結果を踏まえて、今回は実用的な通常の牧草地において、 1)冬季播種適期 2) イネ科

牧草の播種量の検討 3)翌春ニオケルマメ科牧草の播種時期(以下追播時期)と播種量(以下追

播量)の検討 4)秋季播種区との収量比較の4点を重点に、実用性の検討を行った。

材料および方法

牧草地は平成2年9月1日に秋季播種、 12月19日に初冬季播種4ha、3年2月14日に厳冬季播種

l 加を行った。施肥量は複合肥料(10-20-20-5) 20kQJ10α、熔燐30kQJ10a、防散タンカル200

kg/lOα、播種法はグラスシーダーによる条播(厳冬季播種は散播のみ)、 播種量は秋播種区チモシ

ー(センポク) 1. 8 kg/10α、初冬季播種区1.8 kg/10α、2.7 kg/10a (5割増)、 なお秋播種区には

MCPソーダ塩を 300mt/lOα散布した。

平成3年4/26，5/10，5/24，6/7，6/21，7/5の6時期にシロクローパ(リーガルラジノ)とアカクロ

ーパ(ハミドリ)を 0.1fJ/rrt、O.2 fJ/rrt、0.4fJ/rrtの3播種量(5割増区は 0.15fJ/ば、 0.3fJ /rrt、

0.6 fJ/nので追播し、 l区画50cmx 50cmで3個所を刈り取りして収量調査した。しかし、秋季播種

区の5/10以降と初冬季区の 617以降は、マメ科の生育が悪かったため、試験区から除外した。
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結果および考察

(1) チモシーの冬季播種期と播種量の検討

① 播種期の検討

初冬季播種はほぼ良好な出芽・定着を示したのに対し、厳冬季播種(2月14日播種)において

は種子が偏り均一な草地が出来なかった。これは播種法が散播であったことと播種床の雪面が凍

結していて、種子が土壌に定着しない状態で凍結し、乙れが春の融雪時に種子の流出を招く結果

となった。よって散播での冬季播種による播種適期は、最高気温が5.Cを割る時期以降で根雪の

前後までの十勝では11月中旬'"12月中旬頃が適期と考えられるが、さらに詳細な検討が望まれる。

② 播種量の検討

チモシーの播種量を変えた試験については、生育の良好であった 4月26日で播種の成績を比較

したが1番草では5割増量した区がアカクローパ、シロクローパの双方で、標準区に比べ収量は

高く統計的にも有意差が認められた。しかし、 2番草ではアカクローノヘシロクローパのいずれ

においても収量に有意差は認められなかった。(図 1) 

(2) 翌春のマメ科播種時期及び播種量の検討

翌春のマメ科播種時期では4/26播種区が収量、マメ科率、雑草率においても最も良好な結果とな

り、播種時期が遅れるにつれ悪くなった。一方、播種量の違いでは播種量が多いほどマメ科収量、

マメ科率が高くなった。特に播種量が播種時期の遅れをどこまで補えるかという観点からは、アカ

クローパ区については一番良好な結果が得られた 4月26日程度のマメ科率を確保するには至らない

ものの4月26日の 0.3fJ/nt、0.4fJ/ntの播種量で得られたマメ科率は5月10日、 5月24日と遅い場

合も、 0.3'"0.6 fJ/ntの播種量で補えている。しかし、 4月26日でもマメ科率は20%前後と低いた

め2年目以降を考慮すると好ましいとは言えない。一方、シロクローパはほふくする特性も関係し

てアカクローパに比べ10"'20%、マメ科率の伸びを見せる。 5月10日、 5月24日と遅くなっても、

O. 3 '" O. 6 lJ/ntと標準量に比べて2"'3倍の播種量にすれば4月26日に得られた30"'405ぢのマメ科

率に近い数値が得られている。このように翌春のマメ科播種については、一定の期間内であれば播

種時期が播種量よりもより決定的な要因であるものの、播種量を多くすれば時期の遅れを補う乙と

が出来る。つまりシロクローパ播種は遅くても 5月中に行い、時期が遅れる場合は播種量を多くす

る。またアカクローパも同様であるが、その効果はシロクローパには及ばないことを銘記する必要

がある。(図2)

(3) 秋季播種区と初冬季播種区の収量比較

秋季播種区との収量比較については 1番草では単純に比較するのは適当ではないが、 2番草にお

いては収量、マメ科率、雑草率とも秋季播種と同程度か、それを上回る結果になった。特に4/26マ

メ科播種区では収量、マメ科率、雑草率とも秋季播檀より良好な成績であった。マメ科率において

は1番草、 2番草ともに、初冬季播橿+マメ科追播区の方がより適正なマメ科率であった。(図3)

摘要

以上を要約すると、

① 慣行の新播草地 l年目ではマメ科率が高くなりがちだが、イネ科初冬季播種+マメ科翌春播種
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では 1年目から良好なマメ科率を示す。マメ科の播種時期が遅くなった時は、一定期間内であれば

マメ科播種量を多くする事によって一定のマメ科率を保持する乙とが出来る。

② 秋季播種区との収量比較において、初冬季播種区は、 l番草は秋季播種区が優位であるが、 2

番草から収量、マメ科率、雑草率において秋季播種区と遜色のない結果を示す。
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マメ追播量の違いによる雑草率変化(アカクローノて) マメ追播量の違いによる雑草率変化(シロクローノて)

511ピ!?
12'/. 

16.5布。

-・・、 1自.8% ....，.; 
・、+

13.1% 
・・+

7.1>% 
0 

4.飲
回

tx渇区

口l番草 +2番草 o1. 2番計

:;;::: 
4% 

口l番草 +2番草。1.2番計

図1ー③

マメ科追播量の違いによる雑草率変化

追播日の違いによる DM重・ l番

71狙

6a 

日望日

4O目

9 
主犯

包軍司

100 

口アカクローパ追播区 口シロクローパ追播区

追播日の違いによるDM重・ 2番

11.巴t
品

出

作

』

臥

品

出

品

恥

h

M

b
肋

b
凶

作

目

鋭

的

凸

山

川

欧

口アカクローノ古島播区 口シロクローパ追播区

図2-①

追播日の違いによる全収量変化 (DM重)

p
n
u
 

口同
υ

追播日の違いによるマメ科率・ l番(DM)

日狙

400 

詩型白

9 

200 

1<沼

"，"2C 1i¥r:4.々ちシ1日 シ24

口アカクローパ追播区 口シロクローパ追播区

追播日の遠いによるマメ科率・ 2番(DM)

6s': 

白布

4B% 

訴訟

2a% 

11.¥% 

B% 

口アカクローパ追播区 口シロクローパ追播区

図2-②

追播日の違いによるマメ科率変化



北海道草地研究会報 26: 93-97 (1992) 

追播日の違いによる雑草率・ 1番
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